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飼料学（41）
一V産業動物 IV反鯛動物一〔11〕
久馬 忠＊・石橋 晃＊＊
G トナカイ
（reindeer／caribou）肋〃81fθヂ
オ∂！・∂！70〆∠！8
トナカイは，偶蹄目イπ∫0ぬ0姻α，シカ科σθvi4αθ7，
るいは英語のrein（手綱）に由来するとされ，人と
の関わりの深い動物であることを物語っている。ま
た，和名のトナカイはアイヌ語の“トゥナカイ”に
由来し，漢字では馴鹿（じゅんろく）が使われる。全
世界の家畜または半家畜（semi−domesticate）として
トナカイ属Rσng塘7，トナカイRαng塘7孟o雌nぬ3の
のトナカイの頭数は，推計で250万頭に達するとさ
！属1種に分類される大型草食獣である。その分布
域は，スカンジナビア半島からシベリアチュコート
れ，また北米大陸のカリブーは3，000万頭以上が生
半島に至るユーラシア大陸北部とグリーンランド，
生のトナカイの生息頭数は，油田・ガス開発，森林
息していると推定されている。しかし，近年では野
アラスカ，カナダ北部にわたる北アメリカ大陸の北
伐採，気侯温暖化などの影響を受けて減少傾向にあ
緯60度（両大陸とも東部では50度）以北の針葉樹
り，カリブーの亜種ピアリーカリブーや幾つかの地
林（タイガ）地帯からツンドラ地帯である。一般に，
域亜種（ecotypes）では絶滅の危機にさらされてい
ユーラシア大陸に生息するものはトナカイreindeer，
る。
北アメリカ大陸からグリーンランドに生息するも
1形態的な特徴
のはカリブーcaribouと呼ばれている。しかし，いず
れも染色体数などの遺伝的情報から同一種とされ，
トナカイは，シカ属とは明らかに異なる形態的な
生息地帯によって形態や生態などに明らかな変異
特徴をいくつか備えている。成熟体重は，雄で150∼
があることから，現在では7亜種に分類されている。
250㎏，雌で80∼150㎏，体高は雌O．9∼L1，雄1．1∼
すなわち，ユーラシア大陸ではトナカイRong塘肱
L4mであり，ニホンジカよ．りもひと回り大きい。
卿αηぬ5，シンリントナカイR躍g惚冠．声脇∫60硲，
他のシカ科の動物と異なり，雌雄共に有角であり，
スバルバードトナカイRαng惚7乙pJαリノ7妙no加sの3
特に雄では大きな枝角となる。毎年雄では冬までに，
亜種に区分され，北アメリカ大陸ではバーレングラ
雌では春に落角するが，妊娠した雌では分娩する6
ン／ドカリブーRα〃g施孔乙g70εn如n漉o％s，アラスカン
月頃まで落角しない。角は，特に雄で発達し，後頭
カリブーRσng旋7乙gmn〃，ピアリーカリブー
部から生えて直ちに枝分かれし，第1枝は顔面に下
Rαng旋7乙ρθαリノ’，シンリンカリブーRαng旋7ム
降し，第2枝は短く，その後方から主軸が後ろ後方
に大きく伸長し，先端部は手のひら状となる（写真
oα励o㍑の4亜種に区分される。したがって本書で
は，一般的な記述にはトナカイ，北アメリカ大陸に
限定される場合はカリブーを用い，さらに具体的な
区分が必要な場合は亜種名を用いる。
ユーラシア大陸のトナカイは，すでに約3000年
前から肉用，毛皮用，乳用，地域により乗用，荷駄
1）。角の全長は雄では130cm，重量15kgにもなる
が，雌では第1枝の発達が悪く，全長は50cmまで
である。体毛は夏季には褐色，冬毛は長くて全体に
灰白色になる。また喉下部には白色長毛が密生する。
鼻鏡は裸出せずに短毛で覆われ，また尾は極端に短
用，権用などの多目的に飼育され，トナカイ牧畜と
い。さらに，四肢は体長に比べてやや短く頑強で，
いう共通の北方民族文化が築かれてきたが，近年ま
前後足には黒色の大きく深く割れた蹄があり，その
で北アメリカのカリブーは家畜化されることはな
後方には大きくて扁平な側蹄が発達し，冬には蹄の
かった。Reindeerは，ラップ語のreino（牧場），あ
問に長毛が生えて雪氷上での活動に適している（写
串信州大学（Tadash董Kyuma）
＊＊（社）目本科学飼料協会（Te皿1曲ibash注）
真2）。さらに，寒冷適応の一っとして四肢末端部
0369−5247／07／￥500／1論文／JCLS
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の血管は，動脈を取り囲むように静脈が外側に配列
繁殖期は10月頃，雄は5∼40頭の雌を随える。
し，四肢の体温低下を防止している。
妊娠期間は平均225目であり，分娩は5月中旬から
6月上旬頃に集中する。産子は通常1頭で，子は2
時間以内に母親と共に移動できる。生時体重は4∼6
kgであるが，成長は早く生後2週齢で体重は2倍に
達し，3∼4カ月齢頃までに徐々に離乳する。性成熟
は2．5年で，野生トナカイ群の平均年齢は4。5年，
寿命は8∼10年とされている。トナカイの生息圏は
亜種によって異なり，森林，ツンドラ，それに森林
とツンドラを移動する亜種に大別される。夏場は一
般に餌となる草類や樹葉類が豊富であるが，飛来害
虫による吸血ストレスや寄生虫などによる疾病が
多発する。また，冬場は餌不足による飢餓，またホッ
キョクギツネ，オオカミ，イヌワシなどによる捕食
も多発し，6月から9月の子トナカイの生存率は
74∼97％，年間の生存率は67∼71％と推定されてい
写真1ノルウェー領スバルバード島の雄トナカイ
Rαng旋7ご、μα砂7hッnoh㍑s（G，Ban匂ord l998）
る。さらに気候変動は極地での大雪をもたらし，シ
ベリア北西部では1997年に約2万頭のトナカイが
餓死した。夏場には多種類の野草類や樹葉類などを
採食し，冬場には積雪下の地衣類1ichens，枯れ草，
小枝など，時にはレミングやハタネズミなどを大き
く頑丈な前足で50cmの雪を掘り起こして（クレー
タリング）採食する。トナカイの頑丈な肢蹄は，湿
地や泥炭地の移動にも適し，また泳ぎが非常に得意
であり，大河や海峡を泳ぎ渡り，さらに害虫の飛来
から身を守る。ツンドラ地帯のカリブーは，春と秋
に集団で大移動することが知られている。移動距離
は1目20∼55㎞，年5，000㎞にも達する。また，
森林地帯では樹木に付着する地衣類が冬季の重要
な飼料源になっている。
写真2 トナカイの鼻面と肢蹄
（北軽井沢トナカイ園，著者撮影2006）
2トナカイの生態
ユーラシア大陸北部のトナカイは3000年前頃か
ら多くの北方民族によって粗放的な牧畜が行われ一
てきた。特に1970年代以降はスカンジナビア諸国
を中心に集約的なトナカイ飼育も始まり，年間を通
して牧草地や牧柵の中で飼料を与えて飼育されて
いる。北アメリカ大陸のカリブーは，北方民族の重
トナカイは群居性であり，ツンドラカリブーは春
要な狩猟動物であったが，牧畜の習慣はなかった。
と秋に時には1万頭以上の大集団を形成して大移動
1892年にトナカイはアラスカに導入され，その後カ
するが，シンリンカリブーは長距離の移動はしない。
トナカイの歩行時には蹄の種子骨付近から問歓的
にカチッという音を発し，母子問や群間の移動情報
リブーとの交雑化が進んでいる。
3日本のトナカイ飼育
を伝達しているとされるが，音の発生機序は判然と
目本にトナカイが生息したという記録はない。し
していない。
かし，ロシア領サハリン（樺太島）ではソ連邦時代
灘
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までL5万頭規模のトナカイ牧畜が営まれていた。
の研究が行われ，それらの成果はトナカイの放牧管
しかし，その後の開発によりトナカイ牧畜は衰退し，
理マニュアルとして政府刊行物となっている（表1）。
現在では南限のトナカイとして2千頭程度が再野生
表1カリブーが採食する主要な
植物種と飼育下の給与飼料の種類
化している。
日本のトナカイ飼育は，北海道から宮崎まで全国
採食植物名（属名）
20カ所余の動物園や観光牧場で飼育されているが，
草本類；イネ科（スゲ属，イチゴツナギ属など），キク
その多くは展示を目的とし，数頭規模で飼育されて
いるに過ぎない。唯一，北海道幌延町トナカイ
ファームでは1989年よりフィンランドから180頭
科（ヨモギ属），マメ科（ゲンゲ属，イワオオギ属），バラ
科（キイチゴ属，チョウノスケ属，チングルマ属）など
夏放牧地
属，スノキ属など
その他二地衣類，蘇苔類，キノコ類
のトナカイが輸入され，畜産と観光を目的とした本
格的なトナカイ飼養が開始され，現在も90頭余が
飼育されている。目本ではエゾジカやホンシュウジ
カによる養鹿事業の振興やそれらの資源管理が緊
要であったが，北欧におけるトナカイの家畜動物と
しての高い評価から，観光資源としてだけでなく家
畜動物としての関心も寄せられ，幾つかの飼育事例
や調査が報告されている。動物園動物としての飼育
木本類1ヤナギ属，シラカンバ属，コケモモ属，ツツジ
冬放牧地
飼育下
地衣類（ハナゴケ属，サルオガセ属など），癬苔類，
枯れ草，小枝，樹皮など
牧乾草，牧草サイレージ，青草，牛用ペレット，ヘイ
キューブ，樹枝類（ヤナギ，ポプラなど）
L肛ter N、C．and Nagy J．A．2001
5．トナカイの飼料と栄養
トナカイの消化機能や消化能力が，他の反鯛家畜
報告も散見され，飼育管理の基礎となる繁殖管理や
と著しく異なることは知られていないが，夏と冬に
衛生対策などの基礎情報を得ることができる。目本
採食できる飼料の種類，質，量には大きな違いがあ
におけるトナカイ牧畜の可能性は，本来の生息環境
る。’春から秋までは多種類の野草類や樹葉類を移動
からすれば限定的であるが，北海道の事例にみられ
しながら採食して，冬期の消耗を回復し，哺育し，
るように受け皿さえ整えば日本特有のトナカイ牧
また越冬に備える。生息地でトナカイが採食する植
畜の発展も期待される。
物の種類は，夏放牧では約300種にも達するとされ，
4世界のトナカイ牧畜
また冬放牧では雪原下に埋もれた地衣類や枯れ草
などをクレータリングして採食し，また森林地帯で
ユーラシア大陸北部のトナカイの多くは，半家畜
はクレータリングのほか樹木に着生した地衣類を
または家畜として管理された存在である。半家畜と
数管理，植生管理を行う極めて粗放的な牧畜方式で
採食して越冬する（表1）。トナヵイが夏放牧で採
食する植物種は生息地がツンドラ草原かタイガ森
林かによって異なるが，表2にはツンドラ草原でカ
リブーが採食する主要な野草類の飼料成分と乾物
消化率を示した。これらの野草類の飼料成分は，牧
ある。一方，家畜としての飼養の多くは，牧柵や収
草類に比べて劣るものではないが，全体に乾物消化
容施設などを設置し，限られた頭数を夏は放牧で，
率が低く，生育に伴って急速に栄養価が低下するな
冬は貯蔵粗飼料を給与する飼養方式であり，継続的
どの特徴がみられる。多くのトナカイ生息地で，夏
な繁殖管理や衛生管理などが行われる。この方式は，
の採食量の不足が生存の障害になることは少ない
が，子トナカイの発育や翌春の繁殖率は草原植物の
しての飼育は，捕獲場や給餌場以外には牧柵や収容
施設を設置しないで，夏・冬を通して自由に生息地
habitatに放牧し，必要に応じて補助飼料の給与，頭
主に北欧諸国やロシアで行われているが，粗放的な
牧畜方式に比べ全体の飼養頭数は多くない。このよ
うな状況から，トナカイ牧畜の盛んなスカンジナビ
ア諸国においてもトナカイの飼養標準や給与基準
などは設定されていないのが実情である。しかし，
栄養価に大きく影響される。
11月から5月まで大部分の越冬地が雪氷に覆わ
れるが，トナカイが長い冬を耐過できるのは，ツン
ドラやタイガに豊富に存在する地衣類を利用でき
極北に生きるトナカイの繁栄は，寒冷環境への適応，
るからである。地衣類は菌類と藻類の共生体であり，
特に優れた飼料利用能力によることから，生息地で
極限の環境に耐え，熱帯から寒帯まで広く分布して
の摂取飼料と消化，飼料補給法とその効果など多く
いる。特に，寒帯域ではツンドラ地帯の地表を覆っ
1000
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表2カリブーが採食する野草類の飼料成分と乾物消化率（カナダバンクス島）
植物種
粗蛋白質％
バラ科チョウノスケ属
カヤツリグサ科ワタスゲ属
NDF％
乾物消化率（加眈ro）
46−55
29−35
11−18
24−33
42−51
41−45
9−13
カヤツリグサ科スゲ属
14−18
28−34
イネ科イチゴツナギ属
11−26
55−62
39−47
マメ科ゲンゲ属
18−23
29−38
43−54
ヤナギ科ヤサギ属
18−24
31−38
41−45
SteeveD．C．，1998
表3 地衣類の飼料成分とルーメン内分解率
CP EE ADF NDF Ash 血磁ro分解率1
ハナゴケ属
目本産2
3．8 L8 9。1 82．9 1。3 2．2（ヒツジ）
文献値3
2−4 7−16 74−88 15−26（ウシ）
50−85（トナカイ）
サルオガセ属
目本産2
6．4 9．9 6．5 29．4 1．2
1L1（ヒツジ）
文献値3
3−6 4−12 6−31
16−32（ウシ）
74−82（トナカイ）
148時間乾物分解率，（）内はルーメン液の供試動物を示す。
2長野県八ヶ岳産の地衣類，NDF分解率を示す（久馬，未発表）。
3Sto重eheier P，V，ら2002，ハナゴケ属とサルオガセ属の数種の分析値の範
囲を示す。
ている地衣類terrestrial lichenとタイガ地帯の古木
に着生する地衣類arboreal lichenが豊富である。前
者ではハナゴケ属αα40n耽εαθのトナカイゴケ
αα漉nαmng塘7’noやミヤマハナゴケαα読nα
s！ε11α溜，後者ではサルオガセ属Ugnεαの数種がト
ナカイに採食される。アラスカ北部の調査ではカリ
ブーの地衣類の乾物摂取量は3．5∼6．5kg／目に達し，
多くの冬の生息地で全乾物摂取量の50∼70％を占
める。しかし，ハナゴケの生育は5mm／年間と遅く，
過放牧地の再生には9年問を要するとされる。また，
ノルウェータイガで樹木着生の地衣類の現存乾物
量は，約540kgDM／haであり，年問175㎏DM／ha
が蓄積し，冬季の重要な飼料源となっている。トナ
写真3 ハナゴケ属（著者，八ヶ岳にて）
カイ牧畜ではこれらの地衣類資源量の評価や管理
が非常に重要である。トナカイの適正な放牧密度は
比較的広く分布している（写真3，4）。地衣類は維
可食飼料資源によって大きく異なり，地衣類の豊富
管束植物とは異なる特異な構造性炭水化物を蓄積
なツンドラ植生では冬期間1∼3頭／haで持続的な
しジヒツジやウシのルーメン微生物による消化率は
地衣類植生が維持される6
低く，これらの消化にはトナカイ固有のルーメン微
ハナゴケ属やサルオガセ属には多種あるが，ツン
生物相の獲得が必要と考えられている（表3）。こ
ドラ地帯と同種の地衣類は目本の高山帯などにも
のように地衣類はトナカイの主要なエネルギー源
一愛
鮭
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となるが，蛋白質やミネラル含量が低いため冬期間
で過酷な冬を耐過することができる。トナカイの夏
にトナカイの体重は20∼30％を減少するとされる。
放牧の成長解析から，増体には性，放牧密度，植生，
気候などが有意に影響し，また温暖化はトナカイの
体重増加や生存率に負の要因となることが報告さ
れている。その原因として気温上昇は，夏の吸血昆
虫による被害の増大と植物栄養価の早期低下をも
たらすとされる（表5）。
順調な発育をしたトナカイは，夏放牧の終わる6
カ月齢で肉生産を行うことができる。生体重45㎏
のトナカイから歩留り45％，約20kgの枝肉が生産
できる。また，雌では秋の体脂肪量と翌春の出産成
功率には高い正相関があることから夏放牧による
ツンドラ草原の牧養力評価は特に重要である。
一方，冬から4月末までの冬放牧期間のトナカイ
写真4サルオガセ属（著者，八ヶ岳にて）
の体重は，維持または低下することが多い。特に3
月から4月末まで雪面凍結や圧雪のため，クレ・一タ
6トナカイの発育と増体
リン・グが不可能となり栄養状態をさらに悪化させ
る。そのため，冬放牧では飢餓や低栄養による損耗
トナカイは5月中∼6月中頃に1頭を分娩する。
自然哺乳期間の発育は早く，約2週間で体重は生時
を回避するため，サイレージや乾草などの飼料補給
体重の2倍に増加する。これは，表4に示すように
が行われる場合もある。
トナカイの乳量は0．5∼1．5㎏／目であるが，乳成分
7衛生管理
濃度，特に乳脂率が著しく高いことからも納得でき
トナカイは群居性で個体密度も高くなることか
る。
ら，伝染性感染症や外部寄生虫などの疾病に注意し
表4 トナカイと草食獣のミルク組成（％）
なければならない。特に，ウシバエ，トナカイバエ，
動物種 蛋白質 脂肪 乳糖 灰分
ヒツジバエの吸血と幼虫の寄生，カ，アブの吸血被
ウシ
3．4
3．7
4．8
0．8
害が大きく，またこれらは採食活動を妨害し，スト
1．4
レスを高める。トナカイの内部寄生虫による被害も
トナカイ
10，3
22．5
2．5
シカ
10．4
19．7
2，6
1．4
ヤギ
3．1
3．5
4．6
0．8
ヒツジ
5．5
5．3
4．6
0．9
大きく，特に毛細肺虫，双口吸虫，消化管内線虫，
キャピラリア，ベネデン条虫などの感染が多発して
いる。野生あるいは半家畜のトナカイに対する衛生
Breme1D．R，andR．G．Jensen，1995
対策は，行動範囲も広いことから困難であるため，
初夏に生まれた子トナカイは，7月末には25kg前
新たな地域への導入に際しては，特に検疫が重要で
後まで急速に増体し，繁殖期までには離乳し，12
ある。近年では温暖化に伴う飛来性害虫の多発がト
月頃には40∼50kgの体重に達する。トナカイの栄
ナカイの衛生面だけでなく，栄養状態や繁殖性にも
養要求量が最も高くなる分娩から哺育の時期が，植
悪影響を及ぼすことが報告されている。
物栄養の最も豊富な季節と見事に同期化すること
表5雌トナカイの体重と増体量の推移
体重（㎏）
増体量（kg）
生時
10週齢
28週齢
24カ月齢
36カ月齢
5．8±D．7
27．2±0。9
43．3±1．9
60．8±1．5
78．8±2．7
0．36
Weladli R．B．，Oecologia，2002and2003
0．13
0．Q5
0．05
1002
畜産の研究 第61巻 第9号 （2007年）
，8トナカイ研究の動向
表6 トナカイ研究報告の国別および分野別の
報告数（1980−2003年）
トナカイRαng漉r嬬oη4粥で検索した1980年か
ら2003年までの該当文献，524件かち，トナカイ／
ノルウェー
カリブ｝に関する世界の研究動向を知ることがで
スェーデン
75 飼料・栄養 148
きる。
カナダ
71 衛生 95
表6には論文の国別発表数と研究分野を10分野
フィンランド
63 生理・代謝 84
51 生態・行動 78
国別 発表数 分野別 発表数
アメリカ
（生理，衛生，飼料・栄養，生態・行動，放牧・管
理，繁殖，森林・環境，形態・分類，総説，その他）
に分類してその内訳を示した。国別の発表論文数は，
ロシア
12 繁殖 45
イギリス
10 形態・分類 43
9 森林・環境 32
デンマーク
トナカイの飼育頭数や生息頭数が多い北欧3力国と
目本
カナダ，アラスカを含むアメリカの5力国で大部分
を占めている。一方，トナカイの研究分野は，複合
分野のフィールド調査が多く，分野の重複を含めて
148 放牧・管理 182
アイネランド
その他・不明
合計
4 総説 19
3 その他 18
37
482合計 744
集計すると，放牧（夏・冬）・管理，飼料・栄養，
1複合分野の報告はそれぞれの分野に重複
衛生，生態・行動などに関する調査研究が多く行わ
2農学情報データベース（AGRIS2006）から
して集計した。
れている。飼料・栄養分野では放牧地の飼料資源と
検索した表題および抄録などから分類した。
飼料価値，特に地衣類の評価と放牧利用に関連する
報告が多数ある。
また，森林地帯とツンドラ地帯での持続的な資源
管理に関する分野，トナカイの行動や移動などの生
態調査，衛生分野では寄生虫症や衛生害虫に関する
報告も多い。生理分野ではトナカイの内分泌や生理
機能のほか，特に1986年のチェルノブイリ原発事
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